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要旨
　本研究は，注意機能の評価として広く一般的に行われている Trail Making Test（TMT）の評価
結果と，日常における行動の特徴との関連性を明らかにすることを目的とした探索的研究である．対
象は，日本における医学論文情報のインターネット検索サービスである医中誌 WEB に 1999 年～
2012 年までの 13 年間に登録された文献のうち，“ 作業療法 ” と，“ 注意障害 ” をキーワードとして
検索した（2013 年 5 月検索）．その結果 31 例の作業療法士が報告する症例を得たが，それらの内で
TMT を評価として用いていた 17 症例を対象とした．17 症例の報告から，34 組の行動の観察記録と
TMT の評価結果を抽出し，行動の観察記録をテキストマイニング手法により分析した後，TMT の
結果と照らし合わせて比較検討した．検討の結果，4 段階に分かれた TMT の遂行レベルについて，
各々の段階の行動の特徴が明らかとなった．
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TMT-A）は，1 ～ 25 までの数字を結ぶ検査で，
注意の選択性を評価する．正常であれば，1 分











対象は，医中誌 WEB（2013 年 5 月検索）にて，









TMT-A と TMT-B の結果を合わせて 1 組とし
た評価結果を抽出した． 1 症例で数回評価し
たデータにおいては，各々 1 組のデータとして
取り扱った（例：1 症例で，開始時の評価 1 組と，
作業療法介入後の評価1組を抽出し，2組のデー









―観察記録のテキストマイニングによる分析と Trail Making Test の検討より―































TMT-A は実施可能と困難の 2 段階とした．
TMT-B は，実施可能と困難の 2 段階の基準に
加え，実施可能な場合は完遂までに 300 秒以
上と 300 秒未満で分割した．60 歳代の平均完








B 困難群），A 可能 B 実施困難（以下，B 困難群），
A 可能・B300 秒以上（以下，B300 秒以上群），
A 可能・B300 秒未満群（以下，B300 秒未満群）













































































































カテゴリを 16 とした（表 2）．
2．TMT とカテゴリ間の統計解析結果
①テキストマイニングにより抽出された合
計 16 のカテゴリと TMT との相関性について
Spearmanの順位相関係数の結果を表4に示す．
TMT-A は，「遂行機能」（0.05>p, ρ = 0.35），
「adl/ 排泄・トイレ」（0.05>p0, ρ =0.36），「adl/
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の記述 “ 自己修正（プラス）” の記述が多いが，
同時に “ 抑制の不良・性急さ ” の記述も多いこ
とがわかる（係数 0.568）．また “ 院内生活 ” の
項目が，マイナス係数（係数－ 0.661）であっ





た．また，“adl/ 排泄・トイレ ” の項目で係数
は高く（係数 0.573），基本的 ADL である排泄
に関する項目で問題となる記述が多い傾向にあ
ることがわかる．以上のことから，縦軸は上に
行くほど “adl/ 排泄・トイレ ” の問題を含む基
本的 ADL で問題が多く，抑制不良が目立つ為
に，院内生活で自立が出来ていない傾向がある
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表 5 　標準化された正準判別関数係数 表 6　各クラスタのグループ統計量









得られたクラスタの特性から TMT の成績 4
段階の段階づけについて，以下に考察する（表
2，表 7）．
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Abstract
The present exploratory study was aimed to examine the relationship between the results of 
the trail-making test (TMT), a common test to assess attentional function, and the behavioral 
characteristics in people with attentional deficits in daily life. A search of documents for a 
thirteen-year period, between 1999 and 2012, was conducted in May 2013, using Ichushi-Web, an 
Internet search service containing information on Japanese medical papers, with the keywords 
: “occupational therapy” and “attention deficits”. There were 31 papers written by occupational 
therapists, and 17 which adopted the TMT for assessment were selected. Observation records 
of the behaviors of 34 subjects and TMT assessment results were extracted from the 17 
papers. The observation records were analyzed using text-mining, and the analysis results were 
compared with those of TMT assessment. The TMT assessment results were classified into 
four levels, and the characteristics of the behaviors at each level were identified.
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